　

平成３０年１月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成３０年１月３１日（水）午後１時００分～午後２時４０分
２　場　所　　所沢市立教育センター　大研修室
３　出席者         内藤隆行教育長
［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　  ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、岩間健一学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、池田隆人保健給食担当参事兼保健給食課長、千葉裕之教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、森田幸夫教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、米澤三八子教育センター所長
　　　　　［書記］　青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　　１名
６　開　会　　　　　本日の議案は、議案第２８号から議案第３０号までの３件。なお、議案第３０号については、予算に関する審議のため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１４条第７項に基づき、非公開としたい旨の発議があり、出席委員全員が賛成し、非公開で審議されることに決定した。　　　　　　　　

７　議　題
●議案第２８号　所沢市いじめ問題対策委員会委員の解嘱について
資料に則り、岩間学校教育部次長より以下のとおり説明がなされた。
昨年の７月に起きた市内中学生の踏切事故に関して、事案の全容が明らかでな

い中、現時点において身体的な暴力や金品の要求、また直接死を迫るような発言

などは確認されていないものの、いじめに繋がる可能性があると思われる事象も

確認されたことから、いわゆる第三者委員会として条例に規程されている「所沢市いじめ問題対策委員会」において、これまでの学校主体の調査の検証及び必要な調査を行っていくこととなった。実質的な調査や報告書の作成にあたっては、より専門的な観点から慎重に進めていく必要があるため、また、公平性、中立性を確保していくため、「所沢市いじめ問題対策委員会条例」第７条に基づき、弁護士、医師、心理士、学識経験者からなる調査員を別途選任し、調査を進めている。
　今回解嘱する委員は、当初、委員の立場のまま学識経験者として調査員を兼ねていただく方向で検討していた。しかしながら、調査が複数回及ぶ見通しの中で、委員会の委員を個別に召集することが難しいことや、身分、報酬等の面で、当該委員に不利益が生じることから、委員の職を一旦解いて、調査員の職務に専念していただきたいと考えるものである。
　なお、本件については、当該委員に事前に承諾を得て、１月２５日に開催された「第３回所沢市いじめ問題対策委員会」で協議し、同委員会からも承諾を得ている。
以下質疑。
（寺本委員）
　「一旦解職する」と発言されましたが、どういうことでしょうか。
（岩間学校教育部次長）

　　「一旦」と申し上げたのは、本件に関するものが終了したら、再度委嘱したいと考えているためです。
　　なお、今年度中に本件を終了させるのは難しく、少なくとも今年度中は解職の状態が続くと思われます。
（寺本委員）

　　当該委員が解職された場合、別の委員を委嘱するのでしょうか。それとも欠員のままにするのでしょうか。
（岩間学校教育部次長）
　　今年度につきましては、残りの期間も少ないことから、後任の方を委嘱することは考えおりません。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
●議案第２９号　所沢市立小中学校の空調設備のあり方について
資料に則り、千葉教育総務課長から以下のとおり説明がなされた。
所沢市立小中学校への空調設備設置については、これまでも教育委員会会議等で議論し、住民投票の結果を受けて平成２７年３月の定例教育委員会会議において協議し、「当面、『第一種区域』への工事計画の着手に全力で取り組みつつ、その他の学校の取り扱いについては、引き続き、市長部局等とも連携を図りつつ、総合的観点から慎重な検討が必要と考える。」との教育委員会としての意見を確認している。
この考えのもと、平成２７年度は狭山ヶ丘中学校に対する実施計画の作成を、
２８年度は普通教室棟に対する工事を、さらに２９年度には特別教室棟への工
事並びに北中小学校に対する実施計画の作成を行い、３０年度より工事着手の
予定となっている。

この間、議会からの一般質問を始め、市民からの要望など、様々な立場から市
内全小中学校へのエアコン設置に対する要求がなされ、加えて近隣の自治体における設置率が上昇するなど、エアコン設置に関する社会的環境が著しく変化してきた。

このような中、平成２９年１０月４日に「全小中学校にエアコン設置を求める
請願書」が提出され、同年１０月２７日に開催された教育委員会会議１０月定
例会において審査された。その結果、「教育委員会では学校トイレを始めとする施設の老朽化に伴う改修や、給食施設の再整備あるいはICT環境の整備など、教育環境を取り巻く課題は多岐に渡るため、『第一種区域』への取り組み後における空調設備の設置については、事業の優先度や財政状況等を勘案しながら、総合的に検討していく」との考えを示した。

そうした中、本年（平成３０年）１月４日に開催された政策会議において、エ
アコン設置について政策決定がなされるとともに、１月５日の「新春のつどい」での市長あいさつにおいても、「狭山ヶ丘中学校、北中小学校以外の小中学校に対しても、暑さ対策としてエアコンを含め検討するための調査費を計上する」旨発言がなされた。

このため、教育委員会としても、一連の防音校舎の空調設備工事完了後も、児
童生徒のさらなる学習環境の整備を図るため、トイレ改修や学校への人的支援の充実など、他の重要な施策とともに、本市小中学校におけるエアコンを含めた空調設備の今後のあり方について、改めて検討していく必要があると考える。

ついては、本市小中学校の暑さ対策として「マチごとエコタウン所沢構想」に基づく「所沢らしい空調設備」の着手に向けて、教育委員会としての基本的な考え方を検討することについて、議決を求めるものである。
《傍聴者１名入室　午後１時１０分》

以下質疑。

（内藤教育長）
　　改めて事務局の説明を整理します。

昨年１０月に、住民団体から請願書が提出された際に、教育委員会の中で議論し、これまでの市議会での答弁してきた内容と同内容で、請願者に回答しました。まずは、「第一種区域」の空調設備改修事業を進め、その他については、財政状況や優先課題等を勘案しながら、総合的に検討していきたいということが、教育委員会の基本的な考え方として示してきました。

一方、１月４日に開催された政策会議におきまして、市長から「暑さ対策としてエアコンも含め検討する調査費を計上したい」という考え方が示されました。
その翌日、「新春のつどい」の場において、「狭山ヶ丘中学校、北中小学校以外の小中学校に対しても、エアコンを含めた暑さ対策として検討するための調査費を計上する」旨の発言がなされました。
そうしたことを受け、教育委員会事務局としましてもさまざま検討してきました。そして、AかBかというよりも、AもBも追求していく中で、経費の節減に努めながらもいくつかの課題に取り組んでいかなければならないという方向となりました。平成３０年度については、「マチごとエコタウン所沢構想」の理念に基づき、所沢らしいエアコンを含めた暑さ対策のあり方を検討するということを、教育委員会の基本的な考え方として、委員の皆様にご同意いただきたいということが本議案の趣旨です。

暑さ対策のあり方についてですが、例えば子どもたちが過度にクーラーに依存しても困りますし、地球温暖化防止という所沢市の政策の大事な観点もあり、地球温暖化に対して子どもたちがしっかり向き合うことも大切です。そして、「たくましく生き抜く」という観点からは、工夫をしながら自然とうまく共生していく力をつけてほしいと思います。暑いからといって、夏に外で全く遊ばなくなったということではあまりよくないことであると思います。とはいえ、しっかり水分を取りながらも、しっかり勉強してほしいということもあります。
また、騒音対策ということでの防音校舎においては、学校中の窓を閉め切ってしまうので、昇降口やトイレ、余裕教室など総合的に冷やしていかなければなりません。「所沢方式」とするならば、どこまでの範囲を暑さ対策として取り組むのか、機種はどのようなものにするのかなど、検討する必要があります。
また、リース方式にしても、過去に調査した費用よりも多くかかってしまうことが予想され、そうした費用をどのように調達していくのか、財政面での課題があります。設置においても、何回かに分けて実施するのか、一度に実施するのかなど、様々な課題があります。
そうしたことから、空調設備設置についてしっかりと検討する時間が必要であり、「空調設備のあり方」を検討するということを教育委員会の意思決定としたいと考えております。昨年１２月時点での教育委員会としての基本的な見解とは変わりますので、委員の皆様に同意を頂きたいと考えております。
（吉本委員）
　　市長の発言で、「検討するための調査費を計上する」とありましたが、来年度

　に何らかの方針が出されるということでしょうか。

（森田教育施設課長）

　　経費の削減や環境への配慮など、様々な課題がある中で、環境に詳しい専門家

の方から話を聞きながら、検討していきたいと考えております。
（吉本委員）

　　ということは、現時点では調査をするだけで、具体的な方針はまだこれからと

いうことになりますか。
（内藤教育長）

　　調査費の計上については、空調設備設置をするかしないかの調査ではなく、暑さ対策として基本的には設置をしていくことが前提となります。設置の内容や財源の課題、子どもたちや学校ができることはないかなど、総合的に検討していくための調査となります。
（吉本委員）

　　学校を運営していく中で様々な課題があり、改善が望まれるものがあり、なかなかそれが進まないものもあります。そうしたものがさらに停滞しないようにしながら、エアコン設置を進めていただきたいと思います。
（美甘教育総務部長）

　　予算の計上につきましては、調査を行って様々な角度から「暑さ対策のあり方」を研究していくことになります。その調査結果をもとに、どのような計画を立てればよいのか、０ベースで考えていくことになります。

　　なお、北中小学校の防音校舎改修事業につきましては、防衛省から２ヵ年に渡って補助金が交付されることになりましたので、平成３０年度、３１年度に工事を実施します。そうした経費の配分もあり、その他にもトイレ改修やさまざまな学校設備の修繕などをしなければなりませんので、バランスを考慮しながら検討していきたいと考えております。
（寺本委員）

　　冒頭、教育総務課長が説明した内容で、私はよいと思います。ただし、議案の記載内容が、「エアコンを含めた暑さ対策」となっており、「エアコンありき」というような表現に聞こえなくもないと思います。「エアコン等を含めた」とすれば、様々な選択肢があることを示せると思います。

　　「自助努力」という言葉が何度か出てきましたが、「自助努力」の中には、サマータイムの導入などがあり、そうしたことを検討していく時期であると思います。夏が来る前に土曜に授業を何回かやって、夏の授業を減らすなども考えられます。
　　公民館の空調設備についても、教育委員会の管轄であると思いますが、全館空調とする考え方について見直して、学校の自助努力と同様に検討していくことも必要であると思います。その他の教育委員会の管轄外の施設についても同様で、それを含めての「マチごとエコタウン所沢構想」であると思い、市全体で考えていく必要があると思います。

（清水委員）

　　「エアコンを含めた暑さ対策のあり方を検討する」という本議案については、是非それを進めていただきたいと思います。ただし、「暑さ対策のあり方」を検討するのは、児童生徒の意見も含めてできるのであればよいと思いますが、いかがでしょうか。
　　学校にエアコンを設置するということは、大人でないとできないと思いますが、「マチごとエコタウン所沢構想」の理念を理解した上で、エアコンはなくてもよいというような子どもも出てくるのではないかと思います。その理念が浸透しないままエアコンが設置されたということでは、とても歯がゆいと思います。エコタウンの理念を子どもたちが理解し、暑いのがよいのか、エコがよいのか、こんな方法があるなど、検討してもらうのもよいと思います。保護者など大人だけで決めてしまうことではないと思います。
　　フィンランドでは、学校や教室の作り方を子どもたちが決めているようですが、教室の中にソファーを入れたという例もあり、たいへん好評で授業にも積極的に参加しているということを聞きました。

　　そういうことから、検討に当たっては、当事者である子どもたちの意見も取り入れていただきたいと思います。

（岩間学校教育部次長）

　　学校と協議しながら検討していきたいと考えております。

（大岩教育長職務代理者）

　　本議案については、今後の「暑さ対策のあり方を教育委員会で考えていく」ことを議決するという解釈でよろしいでしょうか。

（内藤教育長）

　　これまでは、小中学校へのエアコン設置については、防音対策として行われてきましたが、今後は暑さ対策としても行っていくということで、さらに一歩進めていくものとなります。
　　一方で、子どもたちが過度にエアコンに依存せず、家庭においても冷暖房を過剰に使わないという姿勢を培っていきたいということもあり、ソフト面における充実も図りながら進めていきたいと考えております。

　　また、多額の費用を要する事業ですので、他の教育施策が縮小していくということでは困りますので、そうしたことも含めて検討していくということになります。
　　エアコンを設置するかしないかの検討ではなく、設置することを前提に、実施に当たっては総合的に判断をしながら進めていきたいという方針を、教育委員会の基本的な方針として議決していただきたいというものです。

　　検討に当たっては、教育委員会内部においても調査チームや検討チームを立ち上げたり、極めて専門的で統計データ的に必要なものであれば、専門的な機関に調査を依頼したりして、そうしたことを含めた調査費となります。

（大岩教育長職務代理者）

　　検討の主題というのは「エアコンを含めた暑さ対策」であり、調査費を使って検討するテーマであると思いますが、「暑さ対策」というのは、子どもたちの命や健康を守るために行うものであると思います。

　　一方、「温暖化」の問題は、異常気象など人間にとって脅威となるので、子どもたちも真剣に考えなければならないと思いますが、「暑さ対策」とは質や内容がまた違ったものであると思います。
　　「暑さ対策」と「温暖化への問題意識」を一緒に考えていくことはとてもよいことであると思いますが、そうしたことを含めての調査ということになりますか。

（森田教育施設課長）
　　環境に対する教育というのも、非常に重要であると思います。調査については、何教室設置するのか、Co²をどれだけ削減できるかなど、基本的な事項については、民間業者に委託する予定です。
　　また、学識経験者など専門家の意見を聞ききながら、並行して検討していくという調査となります。

（大岩教育長職務代理者）

　　環境教育についても、子どもたちにどのように学習させていくか、所沢の特長として行うということは、とても大切なことであると思いますが、そうなると学校教育との関わりがあり、どのように学校教育部が関わっていくのか気になります。本議案にそうしたことも含まれているのであればよいと思いますが。

（内藤教育長）

　　６人の教育委員会のメンバーだけで検討していくということではなく、教育行政を推進していく上で広範囲に検討していくという基本的方針を、本日議決するというものです。

　　今後、専門的な業者に調査を依頼しつつ、教師や子どもたちにもどのようにしたら過度に機械に頼らずにできるか、あるいは、他市のエアコンの稼働率や稼動マニュアルなどを検証して所沢らしいものにするにはどうするか等、また、環境教育との関連など現場の学校の代表者や先生方とも相談しながら進めていく場面もあると思います。
（中川委員）

　　本議案によって、少しステージが進んだ気がしました。エアコンを設置するかしないかを検討する段階ではなく、エアコンを設置するという選択肢を排除しないことが決まり、この先はどのように設置していくのか、いつするのかという段階に入ってきたと思います。

　　そうなってくると、一番意思疎通しておきたいのは、現場の先生や子どもたちであると思います。できれば調査の段階で、現場の学校と情報を共有して一緒に考えるよい機会にしていただければ、所沢らしいエアコン設置の過程になると思います。

　　調査費も結構な額になると思いますが、どこにどのような調査がなされたのかということが、オープンになればよいと思います。

（寺本委員）

　　調査するからには期限があると思いますが、いつまでも調査を続けていて、来年の市長のあいさつで、「現在も調査中です」という発言になってしまうのではいかがなものかと思います。ある程度大まかなものでも構いませんので、行程表を作って、調査結果が出てゴールが見えるような形がほしいと思います。

（森田教育施設課長）

　　委託期間は１年間を予定しています。年内には方向性を出したいと考えております。
（寺本委員）

　　特に、６月から９月までの夏の期間でどのような調査をするか、具体的な動きを早めに出しておいたほうがよいと思います。どうしても、デスクワークと企業の提案とか、有識者の見解といっても、それほど説得力のあるものがでてくるのかという懸念もあります。実際に暑い環境の中で調査したとか、そういう報告があるべきだと思います。そのためには、４月５月あたりには、こういう調査をするということが決まっていないといけないと思います。
（内藤教育長）
　　私が教育長に着任した当時も、屋上のペンキを工夫したらどうかなど、様々な調査研究をして取り組んできました。今後はエアコンを含め検討していくということですが、従来のようにただエアコンを設置するということではなく、「エコタウン」としての姿勢が求められていると思います。

　　行程については、大まかにでも行程表を作って、さらに細かい部分について詰めていくということでよろしいでしょうか。

（美甘教育総務部長）

　　具体的な調査について、委託先のコンサルティング会社には専門的なデータ的な部分の調査を依頼し、有識者の意見につきましては、環境の分野やそれ以外の分野においてもどのようなエアコン設置が適切なのか、意見をいただきながら考えていくことになります。また、夏場の暑い時期の実証実験をしてみるなど、様々な視点で考えておりますので、現段階で具体的にどのように調査して進めていくのかということは申し上げることができない状況です。
（吉本委員）

　　再度確認ですが、予算を計上して調査するということは、エアコン設置を進めると理解してよろしいですか。

（内藤教育長）

　　そのとおりです。

調査というのは、例えば、既に設置してある扇風機を活用して、いかに効率よく稼動できるかなど、ある程度専門的な見地から行う必要がありますが、全てを業者にお願いするというつもりはありません。

また、校舎は老朽化していますので、近い将来校舎の改修が必要なところにエアコンを設置する場合、無駄が生じないよう方策を検討することも必要です。そのため、一つ一つ丁寧に検討する必要があります。

その他、質問、意見はございますか。

《質問、意見なし》

※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
　　なお、本議案に関連する予算を平成３０年度当初予算に計上するため、追加議案として、議案第３１号「平成３０年度教育費当初予算について」を提出し、予算に関する審議のため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１４条第７項に基づき、非公開としたい旨の発議があり、出席委員全員が賛成し、非公開で審議されることに決定した。
《傍聴者１名退出　午後１時５０分》

●議案第３０号　平成２９年度教育費予算（３月補正）について
《削　除》
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
●議案第３１号　平成３０年度教育費当初予算について
《削　除》

※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
８　協議事項　なし
９　報告事項
　 ○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の１月から４月までの主な行事予定について
(教育総務課)
○「所沢市議会一般質問答弁要旨 平成２９年第４回（１２月）定例会」につい
て（教育総務課）

○平成２９年度第７１回所沢市成人のつどいについて(社会教育課)
○埼玉県指定史跡「滝の城跡」整備事業に伴う第６次発掘調査現地説明会の中止について（文化財保護課）

○第１３回所沢市伝統芸能発表会（文化財保護課）

○図書館電算システム更新のための休館について（期間：２月１３日～２８日）
 (所沢図書館)

○学校給食展の開催について(保健給食課)

「所沢市議会一般質問答弁要旨 平成２９年第４回（１２月）定例会」について、内藤教育長より、以下の補足説明がなされた。

「所沢市いじめ問題対策委員会」に関連して、昨年７月に発生した市内中学生の踏切事故について議員から一般質問があり答弁した。答弁内容については、事前に遺族の保護者にも話し了解を得ている。

できれば年度内には必要な調査を終えて、６月頃には報告の骨子が出来上がり、７月には保護者に報告することを目指している。遺族からは、中立性をもって調査するよう要望されており、弁護士や医師などに調査を依頼している。
弁護士は、所沢市の顧問弁護士ではなく、利害関係のないよう埼玉弁護士会に推薦依頼して、所沢市とは関わりのない方に依頼している。医師についても、精神科の医師で、かつ所沢市との関わりのない方に依頼し、そうした方々による専門家チームを組んで、集中的に調査を行っていく予定である。

条例の規程に基づき、調査を依頼するものであるが、中立性、第三者性を確保した上で、何らかの報告を受けて「いじめ問題対策委員会」がそれをまとめて、教育委員会に報告するという流れになる。

その報告を受けて、遺族や学校の設置者である市長に報告する。市長がこの報告に疑義がある場合は、法律上市長自身による別の諮問機関を立ち上げることが可能となっているが、教育委員会としても丁寧な調査を行っているので、その調査で足りるのではないかと考えている。
こうした内容は、市議会の場においても公開されていることを報告する。

　　以下質疑。
（清水委員）

　　「成人のつどい」について、山口地区は女性が１０１．８％の出席率となっていますが、どういうことなのでしょうか。
（安田社会教育課長）

　　まず、行政区ごとに新成人の人数を割り出しますが、学校区は１５あり、学校区によっては行政区が跨っていることから、山口地区については、吾妻地区である荒幡居住の新成人も来場しており、そのような数字が出ました。
１０　その他
　・第３回ところざわ文化創造会議について(千葉教育総務課長)
　　　２月１３日(火)に開催され、中川委員がパネリストして参加する予定となっている。中川委員は「所沢市総合計画審議会」の委員でもあることから、パネリストとして選出された経緯がある。女性の立場から、また母としての立場からの視点で、意見を期待されているところである。
　・平成２９年度所沢市PTA連合会教育講演会について(安田社会教育課長)

　　　２月４日(日)新所沢公民館にて開催予定である。『「生きるチカラ」～自然豊かな都市所沢で暮らそう～』を演題として清水委員に講演していただく予定である。　

　・「トコろんの学校ルポ」の掲載について（岩間学校教育部次長）

 　 ２月号の生涯学習情報誌「翔びたつひろば」に掲載している「トコろんの学校ルポ」に、本市が取り組んでいる「学び創造アクティブプラン」における授業について、宮前小学校１年の国語授業の様子を掲載した。
　　授業で電子黒板を使用している様子を写真で載せ、子どもたちの具体的な声などを載せている。
・今後の日程等について

教育委員会会議２月定例会：２月１６日（金）午後１時
所沢市役所６階　６０２会議室
教育委員会会議３月定例会：３月１９日（月）午後１時３０分
所沢市役所６階　６０２会議室
１１　閉　会　午後２時４０分

